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宗
祖
生
国
の
先
住
者

安
房
に
移
住
し
た
阿
波
忌
部
い
ん
べ

族
の
動
向
に
つ
い
て

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
）

石

川

修

道

目

次
は
じ
め
に

忌
部
と
麁
服
あ
ら
た
え

産
鉄
と
忌
部

忌
部
族
の
東
国
開
発
と
「
小
湊
」

清
澄
山
と
天
富
社
と
「
中
湊
」

天
皇
と
滝
口

日
蓮
聖
人
と
産
鉄
民

忌
部
と
日
蓮
聖
人

は
じ
め
に

日
蓮
聖
人
は
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
安
房
国
で
誕
生
さ
れ
た
。
日
本
国
六
十
六
州
に
「
ア
ワ
の
国
」
が
二
ヶ
所
あ
る
。
四
国
「
阿
波

国
」
と
房
州
「
安
房
国
」
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
「
ア
ワ
の
国
」
を
日
本
古
代
民
族
「
忌
部

い
ん
べ

族
」（
斉
部
い
ん
べ

）
を
通
し
て
歴
史
解
明
し
た
の

が
林
博
章
氏
（
地
理
学
）
で
あ
る
。
林
氏
は
平
成
八
年
か
ら
古
代
阿
波
の
歴
史
研
究
し
、
文
部
科
学
省
の
奨
励
研
究
と
し
て
「
徳
島
県
の
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先
史
時
代
遺
跡
研
究
」、「
古
代
環
太
平
洋
の
海
民
文

化
の
移
動
と
展
開
」、「
日
本
の
盃
状
穴
祭
祀
の
総
合

調
査
」
が
指
定
さ
れ
た
。
平
成
十
八
年
四
月
「
日
本

各
地
に
お
け
る
阿
波
忌
部
の
足
跡
・
安
房
国
編
」
が

刊
行
さ
れ
た
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
初
期
の

大
同
二
年
（
八
〇
七
）
従
五
位
下
の
斎
部

い
ん
べ

宿
祢
す
く
ね

広
成
ひ
ろ
な
り

が
平
城
天
皇
に
撰
上
し
た
「
古
語
こ

ご

拾
遺
じ
ゅ
う
い

」
は
、
中
臣

氏
の
勢
力
に
対
抗
す
る
忌
部
伝
承
が
記
さ
れ
て
い

る
。古

語
拾
遺
・
造
殿
祀
具
の
斎
部

い
ん
べ

条

「
天
日

あ
ま
の
ひ

鷲
命

わ
し
の
み
こ
と

が
孫
、
木
綿
乃
麻
并
織
布

ゆ
う
ま
た
を
ま
た
あ
ら
た
べ

（
古

語
に
阿あ

良ら

多た

倍べ

と
い
う
）
を
造
る
。
仍よ

り
て
、
天
富
命

あ
ま
の
と
み
の
み
こ
と

を
し
て
日
鷲
命
が
孫
を
率
て
、
肥よ

饒き

き
地と

こ
ろ

を
求ま

ぎ
て
阿
波
国
に
遣
は
し

て
穀か

じ

・
麻
の
種
を
殖う

ゑ
し
む
。
其
の
裔す
え

、
今
彼
の
国
に
在
り
。
大
嘗
の
年
に
当
た
り
て
木ゆ

綿う

・
麻
布
あ
ら
た
え

及
種
種
く
さ
ぐ
さ

の
物
を
貢
る
。
所
以
に

群
の
名
を
麻お

殖え

と
為
る
縁
な
り
。
天
富
命
、
更
に
沃よ

き
壌と
こ
ろ

を
求ま

ぎ
て
、
阿
波
の
斎
部
い
ん
べ

（
忌
部
）
を
分
ち
、
東あ
づ
ま

の
土く
に

に
率
往
ゐ

ゆ

き
て

麻
・
穀か

じ

を
播
殖う

う
。
好
き
麻
生
ふ
る
所
な
り
。
故
ニ

、
総
国
ふ
さ
の
く
に

と
謂
ふ
。
穀
の
木
生
ふ
る
所
な
り
。
故
に
結
城
ゆ
う
き

郡
と
謂
ふ
。（
古
語
に

麻
を
総ふ

さ

と
謂
ふ
。
い
ま
上
総
・
下
総
の
二
国
と
為
す
是
な
り
。）
阿
波
の
忌
部

い
ん
べ

の
居
る
所
、
便
ち
安
房
郡
と
名
付
く
。
天
富
命
即
ち

其
地

そ

こ

に
太
玉
命
の
社
を
立
つ
。
い
ま
安
房
社
と
謂
ふ
。
故
に
其
の
神
戸
か
ん
べ

に
斎
部
い
ん
べ

氏
有
り
。」

「
忌
部

い
ん
べ

」
と
は
、「
穢
れ
を
忌
み
嫌
い
、
神
聖
な
仕
事
に
従
事
す
る
集
団
」
で
あ
る
。
忌
部
の
祖
神
を
「
ア
マ
ノ
フ
ト
ダ
マ
ノ
ミ
コ

ト
」
と
言
い
、
古
事
記
に
は
「
布
刀
玉
命
」、
日
本
書
紀
に
は
「
太
玉
命
」、
古
語
拾
遺
に
は
「
天
太
玉
命
」
と
記
し
て
い
る
。
忌
部
氏
は

祖神を偲ぶ天富命
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「
記
紀
」
の
神
武
天
皇
以
前
の
神
話
時
代
に
す
で
に
登
場
す
る
。
天
孫
降
臨

の
古
事
記
上
巻
に

「
こ
こ
に
天
児
屋

あ
ま
の
こ
や
ね

命
・
布
刀
玉

ふ
と
だ
ま

命
・
天
宇
受
売

あ
ま
の
う
ず
め

命
・
伊
斯
許
理
売

い
し
こ
め
ど
り
め

命
・

玉
祖

た
ま
お
や

命
、
併
せ
て
五
伴
緒
を
支
ち
加
へ
て
、
天
降
し
た
ま
ひ
き
」

日
本
書
紀
神
代
下
第
九
段
に
は
、

「
中
臣

な
か
と
み

の
上
祖
天
児
屋
命
・
忌
部
の
上
祖
太
玉
命
・
猿
女
さ
る
め

の
上
祖
天
鈿

女
命
・
鏡
作
の
上
祖
石
凝
姥
命
・
玉
作
の
上
祖
玉
屋
命
、
凡
て
五
部
の

神
を
以
て
配
へ
て
侍
ら
し
む
。」

と
あ
る
。
天
照
太
神
の
命
に
よ
り
天
孫
の
邇
邇
芸

に

に

ぎ

命
が
五
族
神
を
率
い
て
天

高
原
か
ら
日
向
の
高
千
穂
峰
に
降
臨
し
た
際
に
「
天
太
玉
命
」
は
登
場
す

る
。
更
に
「
天
の
石
屋
戸

い
わ
や
と

」
条
に
古
事
記
上
巻
に
は
、

「
布
刀
玉

ふ
と
だ
ま

命
太
御
幣

ふ
と
み
て
ぐ
ら

と
取
り
持
ち
て
…
天
児
屋
命
・
布
刀
玉
命
そ
の
鏡

を
さ
し
出
し
て
天
照
大
御
神
を
示
せ
奉
る
時
、
…
布
刀
玉
命
、
尻
く
め

縄
を
そ
の
御
後
方
に
控
き
度
し
て
白
言

も

う

さ
く
、
こ
れ
よ
り
内
に
得
還
え
か
え
り

り

入
り
ま
さ
じ
」

と
あ
り
、
皇
祖
天
照
大
神
を
岩
戸
よ
り
引
き
出
し
た
大
功
労
者
で
あ
る
。
日

本
書
紀
神
代
上
第
七
段
に
、

「
中
臣
連

な
か
と
み
む
ら
じ

の
遠
祖
天
児
屋
命
、
忌
部
の
遠
祖
太
玉
命
、
天
香
山
の

五
百
箇

い

は

つ

の
真
坂
樹

ま
さ
か
き

を
堀
じ
て
上
枝
か
み
つ
え

に
は
八
坂
瓊

や
さ
か
に

の
五
百
箇
の
御
統
み
す
ま
る

を
懸

阿波忌部の系譜

伊香色謎命 大麻綜杵命
（母－阿波忌部族）

天太玉命
（忌部の祖神）

天富命
　（孫）

飯長姫
　（娘）

千鹿江比売命 訶多々主命
（堅田主命）

安房忌部の祖

天日鷲命（天日鷲翔矢命）
（阿波忌部の祖神）

大麻比古神 由布津主命
（阿八和気彦命
・阿波乃字志比古命）

伊那佐比古命

天比理乃 命
（天太王命の后神） 天白羽鳥命

（長白羽命）
　※伊勢の麻続の祖

天物知命
（神麻績連の祖）

八阪刀売命
（建御名方命妻）天津羽々命

（八重事代主命后神）
天羽雷雄命
（天祖槌雄神）倭文宿禰・長幡部の祖

天萬栲幡千幡比売命

櫛明玉命
（出雲玉作の祖）

※作成に当たっては、『安房忌部家系』に『古代氏族系譜集成』と『阿波風土記』逸文を参考に加筆した。
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吉野川市「忌部神社」

隠岐

出雲

石見石見石見

讃岐
阿波

河内河内河内
大和 伊勢

遠江遠江遠江 伊豆伊豆伊豆

武蔵
安房安房安房

上総上総上総

下総下総下総

常陸常陸常陸下野
上野

丹後

資料：阿波忌部の全国進出（3世紀～4世紀と推定）
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け
、
中
枝

な
か
つ
え

に
は
八
咫
鏡

や
た
の
か
が
み

を
懸
け
、
下
枝
し
づ
え

に
は
青
和
幣

あ
お
に
き
て

、
白
和
幣

し
ろ
に
き
て

を
懸
で
て
、
相
与
あ
い
と
も

に
致
其
祈
祷

い
の
り
も
う

す
。」

と
あ
る
。忌

部
と
麁
服

あ
ら
た
え

古
代
の
大
和
朝
廷
に
お
け
る
宮
廷
祭
祀
は
本
来
、
中
臣
氏
で
な
く
、
当
初
は
忌
部
氏
が
主
導
を
握
っ
て
い
た
と
大
和
岩
雄
氏
は
「
神
社

と
古
代
王
権
祭
祀
」（
白
水
社
）
に
述
べ
て
い
る
。
延
喜
式
大
殿
祭
の
祝
詞

の
り
と

に
「
天
つ
璽じ

の
剣
・
鏡
を
捧
げ
持
ち
た
ま
ひ
て
」、
神
祇
令

践
祚

せ
ん
そ

条
に
は
、「
凡
そ
践
祚
の
日
に
は
中
臣
、
天
神
の
寿
詞
奏
せ
よ
。
忌
部
、
神
璽
し
ん
じ

の
鏡
・
剣
上
た
て
ま
つ

れ
、」。
古
語
拾
遺
の
践
祚
大
嘗
祭

だ
い
じ
ょ
う
さ
い

条

に
は
「
天
富
命
、
諸
の
斎
部

い
ん
べ

を
率
て
天
璽
の
鏡
・
剣
を
捧
げ
持
ち
て
正
殿
に
安
き
奉
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
忌
部
氏
は
天
皇
家
の
神
宝

で
あ
る
「
鏡
と
剣
」
を
作
る
役
職
を
担
っ
て
い
た
。
製
鉄
に
関
わ
る
産
鉄
民
で
も
あ
っ
た
。
忌
部
の
伝
承
で
は
「
三
種
の
神
器
」
で
な

く
、「
二
種
の
神
宝
説
」
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

古
語
拾
遺
に
よ
る
と
、
朝
廷
の
祭
祀
用
具
は
各
地
の
忌
部
族
が
献
納
し
て
い
る
。
祖
神
ま
・
手
置
帆
負

た
お
き
お
ほ
い

命
の
「
讃
岐
忌
部
」
は
御
笠
・

矛
・
盾
を
献
納
し
、
祖
神
・
彦
狭
知

ひ
こ
さ
し
り

命
の
「
紀
伊
忌
部
」
は
木
材
を
調
達
し
、
祖
神
・
天
目
一
箇

あ
ま
の
ま
ひ
と
つ

命
の
「
出
雲

い
づ
も

忌
部
」
は
刀
・
斧
・
鉄
・

鐸
・
鏡
を
献
納
す
る
。
祖
神
・
天
日
鷲

あ
ま
の
ひ
わ
し

命
の
「
阿
波
忌
部
」
は
麻
や
穀か
じ

を
植
え
、
天
皇
即
位
の
大
嘗
祭

だ
い
じ
ょ
う
さ
い

に
麻
布
や
木
綿
を
献
上
し
て
き

た
。
そ
の
麻
布
・
木
綿
を
「
麁
服

あ
ら
た
え

」
と
言
い
、
右
大
臣
藤
原
実
資
の
「
小
右
記
」
に
は
六
七
代
三
條
天
皇
践
祚
（
一
〇
一
二
年
）、
右
大

臣
藤
原
忠
信
の
「
山
塊
記
」
に
八
二
代
後
鳥
羽
天
皇
践
祚
（
一
一
八
四
年
）、
権
中
納
言
藤
原
長
兼
の
「
三
長
記
」
は
八
四
代
順
徳
天
皇

践
祚
（
一
二
一
一
年
）、「
三
木
文
書
」
に
は
九
〇
代
亀
山
天
皇
（
一
二
六
〇
年
）、
九
三
代
後
伏
見
天
皇
（
一
二
九
八
年
）、
九
五
代
花
園

天
皇
（
一
三
〇
九
年
）、
九
六
代
後
醍
醐
天
皇
（
一
三
一
八
年
）、
光
厳
天
皇
（
一
三
三
二
年
）、
光
明
天
皇
（
一
三
三
八
年
）
の
大
嘗
祭

に
麁
服

あ
ら
た
え

の
貢
進
が
阿
波
忌
部
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
麁
服
奉
仕
者
は
阿
波
忌
部
氏
の
三
木
家
か
ら
選
任
さ

れ
、「
御
殿
人

み
あ
ら
か
ん
ど

」
と
な
っ
て
い
る
。
三
木
文
書
に
御
衣
御
殿
人
十
三
名
が
記
さ
れ
、「
御
衣
人

み
ぞ
び
と

」
は
麁
服
を
調
達
す
る
忌
部
人
、
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大嘗祭用の大麻が刈り取られる。
平成２ ７

麁服の職機

麁服を紡ぐ巫女山崎忌部神社を出発する「麁服
あらたえ
」
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「
御
殿
人

み
あ
ら
か
ん
ど

」
は
麁
服
と
共
に
京
師

け
い
し

へ
上
る
忌
部
人
の
こ
と
で
あ
る
。
麁
服
貢
進
は
光
明
天
皇
を
最
後
に
五
七
七
年
間
途
絶
え
た
が
、
大
正

天
皇
時
に
復
活
し
、
昭
和
天
皇
・
今
上
天
皇
と
続
い
た
。
旧
木
屋

こ

や

平
村
貢
の
阿
波
忌
部
直
系
の
三
木
家
当
主
・
三
木
信
夫
氏
が
平
成
大
嘗

祭
に
そ
の
大
役
を
担
っ
た
。

忌部神社を出発する麁服の献進

皇居・宮中三殿に運び入れられる「麁服」
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産
鉄
と
忌
部

延
喜
式
に
よ
る
と
阿
波
忌
部
は
鉄
製
品
、
金
属
鋳
造
と
関
係
が
あ
り
、
谷
川
健
一
著
『
探
訪
神
々
の
ふ
る
里
』

（
小
学
館
）
は
「
阿

波
忌
部
は
麻
を
植
え
、
鍛
冶

か

じ

の
仕
事
を
し
た
。
山
川
町
の
南
に
は
高
越
鉱
山
な
ど
多
く
の
銅
山
が
あ
り
、
そ
れ
が
背
景
と
な
っ
た
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
出
雲
の
玉
作
遺
跡
で
は
、
三
日
月
型
の
「
勾
玉

ま
が
た
ま

」
を
作
製
す
る
た
め
、
あ
の
曲
り
カ
ー
ブ
を
作
る
砥
石
が
吉
野
川
で
産

出
さ
れ
る
結
晶
片
岩
（
青
石
）
や
紅
簾
片
岩
が
大
量
に
出
土
す
る
。
め
の
う
製
「
勾
玉
」
の
内
側
湾
曲
部
を
研
磨
す
る
砥
石
は
、
徳
島
県

下
の
三
波
川
帯
、
高
越
・
眉
山
地
域
の
石
英
質
片
岩
・
紅
簾
片
岩
に
一
致
し
て
い
る
。
阿
波
忌
部
系
の
玉
作
技
術
集
団
が
出
雲
や
大
和
に

進
出
し
た
と
推
察
で
き
る
。
ち
な
み
に
東
国
・
安
房
国
に
移
住
し
た
忌
部
族
の
上
陸
地
点
近
く
の
仁
右
衛
門
島
に
は
石
英
を
含
む
紅
簾
片

岩
が
取
れ
る
。
鉱
物
が
取
れ
、
附
近
に
は
明
治
時
代
に
鴨
川
銅
山
が
あ
っ
た
。
鴨
川
の
男
金

お
が
な

・
女
金
め
が
な

と
い
う
産
鉄
地
名
の
所
か
ら
、
現
在

も
古
代
の
鉄
屑
が
出
土
す
る
。

忌
部
族
の
東
国
開
発
と
「
小
湊
」

天
富
命
は
神
武
天
皇
の
勅
命
を
受
け
、
阿
波
忌
部
の
孫
の
一
部
を
率
い
て
黒
潮
に
乗
り
、
東
国
開
発
の
た
め
安
房
国
に
移
住
し
た
。

「
ア
ワ
国
」
は
最
初
、
故
郷
徳
島
の
旧
国
名
「
阿
波
」
と
同
じ
表
記
で
あ
っ
た
。
奈
良
県
橿
原
市
の
藤
原
京
出
土
の
木
簡
に
は
、「
己
亥

（
文
武
天
皇
三
年
・
六
九
九
年
）
年
十
月
、
上
狭

か
ず
さ

国
阿
波
評
松
里
」
と
あ
り
、
千
葉
県
最
古
の
金
石
文
史
料
で
あ
る
。
平
城
京
出
土
の
木

簡
に
「
上
総
国
阿
波
評
郡
片
岡
里
」
と
あ
る
の
は
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
の
郷
里
制
施
行
前
の
表
記
で
あ
ろ
う
。
同
所
出
土
の
年
次
欠

の
木
簡
に
は
「
上
総
国
阿
幡
評
」
と
記
さ
れ
、
最
終
的
に
安
房
に
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

忌
部
族
の
天
富
命
は
、
神
武
東
征
の
海
路
を
案
内
し
大
和
の
地
に
導
い
た
「
珍
彦

う
ず
ひ
こ

」（
後
の
大
和
国
造
）
の
一
面
を
有
し
て
い
る
。
天

富
命
は
太
玉
命
の
孫
に
し
て
十
代
崇
神
天
皇
の
第
二
子
で
あ
り
、
母
は
伊
香
色
謎

い
か
が
し
こ
め

命
に
し
て
大
麻
綜
杵

お
お
へ
つ
き

命
（
麻
植
津
賀

お

え

づ

か

と
も
呼
ぶ
）
の
娘

で
あ
る
。
天
富
命
の
娘
「
飯
長
姫
」
と
「
由
布
津
主

ゆ
ふ
つ
ぬ
し

命
」（
天
日
鷲
命
の
孫
）
が
結
婚
し
、
安
房
忌
部
の
祖
「
訶
多
々
主

か
た
だ
ぬ
し

命
」（
竪
田
主
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命
）
へ
と
継
脈
す
る
。
忌
部
族
は
阿
波
の
大
麻
山
南
の
旧
吉
野
川
の
川

（
洲
崎
）
よ

り
カ
ン
ド
リ
船
で
出
港
し
た
。
カ
ン
ド
リ
は
「
楫
取

か
じ
と
り

」
で
航
海
の
楫
取
り
の
意
で
あ

り
、「
カ
ン
ド
リ
」
は
阿
波
忌
部
船
団
の
呼
称
で
あ
っ
た
。
和
歌
山
市
紀
の
川
下
流
に

「
梶
取

か
ん
ど
り

」
が
あ
り
、
紀
伊
半
島
太
地
町
の
岬
は
「
梶
取
岬
」
で
あ
る
。
安
房
よ
り
更
に

麻
・
穀
の
植
樹
に
良
土
を
求
め
て
忌
部
族
が
移
住
し
た
栃
木
県
小
山
市
の
安
房
神
社
附

近
に
「
カ
ン
ド
リ
橋
」
交
差
点
が
名
称
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
千
葉
県
佐
原
市
の

「
香
取
」
神
宮
の
由
来
も
「
楫
取

か
ん
ど
り

」
で
あ
り
、
香
取
神
宮
の
第
一
摂
社
は
阿
波
忌
部
の

祖
神
・
天
日
鷲
命
を
祭
神
と
す
る
「
側
高
神
社
」
で
あ
る
。

千
七
百
年
前
、
阿
波
の
吉
野
川
河
口
・
川

（
洲
崎
）
を
出
港
し
た
流
域
を
「
淡あ
わ

の

水
門

み
な
と

」
と
言
う
。
そ
し
て
関
東
に
上
陸
し
た
千
葉
県
館
山
湾
を
「
淡
の
水
門
み
な
と

」
と
し

た
。
日
本
書
紀
・
景
行
天
皇
四
〇
年
条
に

「
日
本
武
尊
、
即
ち
上
総
よ
り
転
り
て
陸
奥
国
に
入
り
た
ま
ふ
。
時
に
大
き
な
る

鏡
を
王
船
に
懸
け
て
、
海
路
よ
り
葦
浦
に
至
る
。
横
に
玉
浦
を
渡
り
て
、
蝦
夷
の

境
に
至
る
。」

同
書
・
景
行
天
皇
五
三
年
条
に

「
冬
十
月
に
上
総
国
に
至
り
て
、
海
路
よ
り
淡
水
門

◎

◎

◎

を
渡
り
た
ま
ふ
。
是
の
時
に
覚
賀
鳥
の
声
聞
ゆ
。
其
の
鳥
の
形
を
見
さ
む
と
欲

し
て
、
訪
ね
て
海
の
中
に
出
で
ま
す
。
仍
り
て
白
蛤
を
得
た
ま
ふ
。
是
に
膳
臣

か
し
わ
で
お
み

の
遠
祖
、
名
は
磐
鹿
六
雁

い
わ
か
む
つ
か
り

、
蒲
を
以
て
手
繦
に
し

て
白
蛤
を
膾
に
為
し
て
進
る
。
故
、
六
雁
臣
の
功
を
美
め
て
膳

か
し
わ
で

大
伴
部
を
賜
ふ
。」

と
あ
る
。「
淡あ

わ

の
水
門
み
な
と

」
が
「
安
房
の
湊
」
と
な
り
、
館
山
湾
は
太
平
洋
沿
岸
の
海
路
と
軍
事
拠
点
に
な
る
の
で
あ
る
。
館
山
か
ら
次
に

徳島県の吉野川
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上
陸
し
た
所
が
「
安
房
の
小
湊
」
と
呼
称
さ
れ
、
日
蓮
聖
人
生
誕
の
聖
地
と
な
る
。
房
州
沿
岸
の
鴨
川
よ
り
天
津

小
湊
ま
で
一
望
で

き
、
忌
部
船
団
を
動
か
す
司
令
峰
が
清
澄
山
で
あ
る
。

清
澄
山
と
天
富
社
と
「
中
湊
」

天
富
命
が
船
団
を
指
揮
し
た
清
澄
山
頂
に
、
明
治
元
年
の
「
神
仏
分
離
令
」
ま
で
天
富
社
が
存
在
し
た
。
清
澄
寺
境
内
よ
り
境
外
へ
天

富
社
を
移
し
、
清
澄
山
頂
に
妙
見
社
が
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
海
上
か
ら
清
澄
山
を
見
る
と
船
の
位
置
、
漁
場
の
位
置
が
確
認
で
き
る

清澄山

清澄山の天富社
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「
目
印
山
」
と
し
て
重
要
拠
点
で
あ
る
。
麻
を
植
え
開
拓
を
進
め
る
忌
部
族
は
、
館
山
市
小
原
を
選
地
し
た
。「
和
名
抄
」、「
安
房
国

誌
」
の
「
麻
原

お
は
ら

郷
」
は
館
山
市
坂
井
を
布
沼
の
間
に
あ
る
「
小
原
」
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。
更
に
清
澄
山
系
に
麻
・
木
綿
を
植
樹
さ
れ
た

地
域
が
「
麻
綿
原

ま
め
ん
ば
ら

」
で
あ
る
。

忌
部
族
が
阿
波
か
ら
房
総
半
島
ま
で
の
航
路
に
「
メ
ラ
」
の
地
名
が
存
在
す
る
。
麻
を
栽
培
し
機
を
織
る
忌
部
女
性
を
称
え
た
地
名
で

あ
る
。
和
歌
山
県
田
辺
市
の
「
目
良

め

ら

」
港
、
同
市
西
ノ
谷
村
は
旧
「
目
良
」
村
で
あ
る
。
同
県
海
草
郡
下
津
町
大
崎
に
「
女
良
メ

ラ

」。
静
岡

県
南
伊
豆
町
に
「
妻
良

メ

ラ

」
が
あ
り
、
房
総
館
山
に
上
陸
し
た
地
に
「
布
良
メ

ラ

」（
良
き
麻
布
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
古
代
か
ら
四
国
の
阿

波

紀
州

遠
州

伊
豆

安
房
の
黒
潮
ル
ー
ト
が
忌
部
水
軍
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
て
い
た
。
の
ち
に
房
州
よ
り
伊
勢
神
宮
へ
の
定
期

ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
る
と
、
宮
川
の
伊
勢
港
を
「
大
湊
」
と
称
し
た
。
安
房
「
小
湊
」
か
ら
伊
勢
「
大
湊
」
ま
で
の
中
継
地
と
し
て
「
中

湊
」
が
有
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
「
中
湊
」
は
現
在
不
明
で
あ
る
が
、
伊
豆
の
「
妻
良

メ

ラ

」
と
考
え
る
か
、
又
は
遠
州
御
前
崎
と
も
考
え
ら

れ
る
。
と
も
に
忌
部
族
の
寄
港
し
た
場
所
で
あ
る
。
忌
部
族
の
産
鉄
技
術
の
信
仰
神
が
星
神
の
「
虚
空
蔵

こ
く
う
ぞ
う

菩
薩
」
で
あ
る
。
日
本
全
国
の

虚
空
蔵
山
又
は
妙
見
山
と
名
称
さ
れ
る
山
は
全
て
鉱
山
で
あ
る
。
房
総
に
仏
教
が
伝
播
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
忌
部
族
の
産
鉄
信
仰
は
星
神

を
拝
し
た
。
古
神
道
で
は
、
そ
の
星
神
を
「
天
御
中
主

あ
も
の
み
な
か
ぬ
し

命
」
と
称
し
、
仏
教
が
伝
播
さ
れ
る
と
「
北
辰
妙
見
尊
」
と
な
る
。
北
極
星
（
北

辰
）
の
産
鉄
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
番
星
に
見
出
し
た
時
、
そ
の
星
神
は
「
虚
空
蔵
菩
薩
・
明
星
天
子
」
と
表
現
さ
れ
る
。
法
華
経
序
品
第
一

の
「
名
月
天
子
、
普
香
天
子
、
宝
光
天
子
」
を
天
台
大
師
は
、
法
華
文
句
に

「
普
香
は
是
れ
明
星
天
子
に
し
て
虚
空
蔵
の
応
作
な
り
。」

と
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
虚
空
蔵
の
清
澄
寺
に
「
明
星
の
井
」
が
千
年
杉
の
下
に
有
る
の
で
あ
る
。
忌
部
族
の
星
神
信
仰
を
産
鉄
の
虚

空
蔵
菩
薩
（
明
星
天
子
）
と
考
え
る
と
、
房
総
の
清
澄
山
と
同
じ
環
境
が
遠
州
の
御
前
崎

お
ま
え
ざ
き

周
辺
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
静
岡
県
御
前

崎
岬
に
房
総
勝
浦
の
北
部
と
同
じ
地
名
「
白
羽

し
ら
は

（
郷
）」
が
あ
る
。
古
語
拾
遺
に
よ
る
と
「
衣
服
を
白
羽
と
謂
う
」
と
あ
る
。
現
在
の
勝

浦
市
北
部
の
白
井
、
白
木
で
あ
る
。
御
前
崎

お
ま
え
ざ
き

の
上
方
に
「
朝
比
奈

あ
さ
ひ
な

」
が
あ
り
、
房
総
・
千
倉
町
に
「
朝
夷
マ
サ
ヒ
ナ

」
が
あ
る
。
清
澄
山
の
「
虚
空
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蔵
」
菩
薩
に
対
し
、
遠
州
・
朝
比
奈
の
西
方
に
「
虚
空
蔵
」
の
地
名
が
あ
る
。
清
澄
山
を
源
流
と
す
る
夷
隅
川
の
河
口
は
、
良
質
の
浜
砂

鉄
が
採
れ
る
「
太
東

た
い
と
う

崎
」
で
あ
る
。
遠
州
・
虚
空
蔵
の
西
方
は
高
天
神
城
の
あ
る
「
大
東
た
い
と
う

町
」
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
父
・
貫
名
重
忠
の

故
郷
は
遠
州
・
袋
井
市
の
貫
名
で
あ
る
。
そ
の
貫
名
の
南
方
に
「
大
須
賀

ス

ガ

町
」
が
あ
る
。
房
総
の
鴨
川
市
に
「
横
渚ス

ガ

」、
御
宿
町
に
「
須

賀
」
の
地
名
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
地
名
が
房
州
と
遠
州
に
見
い
出
さ
れ
、
か
つ
て
の
両
州
の
深
い
関
係
が
考
察
で
き
る
。
須
賀
と

は
日
本
語
で
「
鉄
・
砂
鉄
」
の
別
称
で
あ
る
。
須
佐
之
男

ス

サ

イ

オ

命
が
出
雲
に
現
わ
れ
、
八
岐
大
蛇

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

を
退
治
し
て
豪
族
の
娘
・
櫛
稲
田

ク
シ
ナ
ダ

姫
と
結
婚

し
新
居
を
構
え
た
の
が
、
砂
鉄
豊
富
の
「
須
賀
宮

ス
ガ
ノ
ミ
ヤ

」
で
あ
る
。
そ
れ
に
由
来
し
て
「
鉄
・
砂
鉄
」
の
別
称
が
「
須
賀
ス

ガ

」
で
あ
る
。
清
澄
山

の
虚
空
蔵
と
関
係
深
い
地
域
が
遠
州
「
御
前
崎
」
附
近
と
考
え
ら
れ
、
黒
潮
ル
ー
ト
の
「
中
湊
」
と
推
定
さ
れ
る
。「
大
湊
」
の
伊
勢
に

は
伊
勢
神
宮
の
奥
之
院
と
目も

く

さ
れ
る
朝
熊
ア
サ
マ

山
金
剛
証
寺
の
本
尊
は
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
り
、
そ
の
脇
士
仏
が
雨
宝
童
子
（
日
神
）
で
あ
る
。

天
皇
と
滝
口

日
蓮
聖
人
、
四
十
二
歳
の
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
二
月
二
十
二
日
に
伊
豆
流
罪
が
赦
免
さ
れ
鎌
倉
に
戻
っ
た
。
こ
の
年
の
十
一
月
二

十
二
日
に
は
立
正
安
国
論
の
受
献
者
で
あ
る
北
條
時
頼
が
三
十
七
歳
で
最
明
寺
に
て
死
去
す
る
。
翌
年
の
弘
長
四
年
は
二
月
二
十
八
日
に

改
元
さ
れ
、
文
永
元
年
と
な
る
。
こ
の
年
の
二
月
十
四
日
は
慈
父
妙
日
の
七
回
忌
の
年
で
あ
る
。
し
か
し
妙
法
比
丘
御
返
事
に
よ
る
と

「
地
頭
東
條
左
衛
門
尉
景
信
と
申
せ
し
者
…
度
々
の
問
注
あ
り
て
、
結
句

ハ

合
戦
起
リ

て
候
上
、
極
楽
寺
殿
の
御
方
人
理
を
ま
げ
ら

し
か
ば
、
東
條
の
郷
ふ
せ
（
塞
）
が
れ
て
入

ル

事
な
し
。
父
母
の
墓
を
見
ず
し
て
数
年
な
り
。」
註

の
状
況
で
あ
っ
た
。
慈
父
の
七
回
忌
に
帰
郷
で
き
な
か
っ
た
日
蓮
聖
人
は
、
母
の
重
篤
の
報
に
接
し
帰
郷
を
決
心
す
る
。
宗
祖
四
十
三
歳

の
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
の
七
月
か
八
月
頃
で
あ
る
。
こ
の
時
、
日
蓮
聖
人
は
館
山
の
安
房
国
一
宮
の
「
安
房
神
社
」
に
一
週
間
参
籠

し
て
い
る
。
安
房
神
社
は
元
正
天
皇
の
養
老
元
年
（
七
一
七
）
に
神
籬

ひ
も
ろ
ぎ

（
神
霊
の
依
る
森
）、
磐
境
い
わ
さ
か

（
神
の
鎮
座
す
る
石
囲
い
域
）
を
造

営
し
、
上
宮
に
忌
部
の
祖
神
・
天
太
玉
命
を
祀
り
、
下
宮
に
は
阿
波
よ
り
移
住
し
て
安
房
国
を
開
拓
・
建
国
し
た
天
富
命

あ
ま
の
と
み
の
み
こ
と

と
天
太
玉
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命
の
弟
・
天
忍
日
命
を
祀
っ
て
い
る
。
清
澄
山
頂
に
廟
所
と
し
て
祀

ら
れ
て
い
る
天
富
命
の
本
社
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
自
ら
刀
を
振
い

「
狛
犬
」
を
彫
刻
さ
れ
、
誓
願
成
就
の
御
礼
と
し
て
奉
納
し
て
い

る
。こ

の
安
房
神
社
参
籠
が
宗
祖
の
母
蘇
生
に
関
す
る
も
の
か
。
と
も

か
く
可
延
御
書
に
は
、

「
さ
れ
ば
日
蓮
悲
母

は

は

を
い
の
り
て
候
ヒ
し
か
ば
、
現
身
に
病
を

い
や
す
の
み
な
ら
ず
、
四
箇
年
の
寿
命
を
の
べ
た
り
」
註

の
現
証
が
有
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
館
山
の
大
神
官
に
あ
る
安
房
神

社
よ
り
白
浜
町
に
入
る
と
、「
滝
口
」
に
由
布
津
主

ゆ
ふ
つ
ぬ
し

命
が
阿
波
忌
部

の
祖
神
・
天
日
鷲

あ
め
の
ひ
わ
し

命
を
祀
っ
た
「
下
立
松
原

し
も
た
て
ま
つ
ば
ら

神
社
」
が
あ
る
。
安
房

国
神
社
志
料
（
房
総
叢
書
）
の
「
安
房
忌
部
家
系
」
に
よ
る
と
、
由

布
津
主
命
は
別
名
・
阿
八
別
比
古

あ
わ
わ
け
ひ
こ

と
言
い
、「
吾
、
こ
の
ち
に
鎮
座

せ
ん
と
欲
す
」
と
の
天
日
鷲
命
の
託
宣
に
よ
っ
て
神
殿
を
構
え
た
の

で
あ
る
。
日
蓮
伝
承
の
中
に
「
滝
口
三
郎
左
衛
門
の
娘
・
雪
女

ゆ
き
め

」
が
存
在
す
る
。
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
に
誕
生
し
た
日
蓮
聖
人
は
、

高
貴
な
出
自
の
た
め
、
前
歴
を
消
す
た
め
「
錦
の
褥し

と
ね

」
に
包
ま
れ
、
小
湊
に
あ
る
天
台
宗
西
蓮
寺
門
前
に
置
か
れ
、
住
持
に
拾
わ
れ
、

乳
母
・
雪
女
に
養
育
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
雪
女
の
父
が
滝
口
三
郎
左
衛
門
で
小
湊
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。
滝
口
の
姓
か
ら
、
白
浜
の
忌
部

族
・
滝
口
と
関
係
あ
り
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
の
西
蓮
寺
二
十
一
世
の
住
持
が
「
道
善
坊
」
で
あ
る
と
、
西
蓮
寺
縁
起
は
伝
え
て
い

る
。
西
蓮
寺
の
本
尊
は
「
薬◎

師
如
来
」、
裏
山
に
比
叡
山
の
守
護
神
「
山
王◎

権
現
」
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
道
善
坊
が
清
澄
寺
役
僧
に
上
る

安房神社の狛犬

文永元年（ 年）、日蓮上人 歳の厄年に１週間安房
神社にお籠もりになり兀々坐定して刀を振るって狛犬を
彫刻せられ誓願成就の御礼の意味にて奉納されたもので
ある。
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時
、
両
本
尊
の
一
字
を
戴
き
、
幼
い
弟
子
に
命
名
し
た
。
そ
れ
が
日
蓮
聖
人
の
童
名
「
薬
王

◎

◎

麿
」
で
あ
る
。
天
台
宗
の
西
蓮
寺
の
歴
代
住

職
は
、
長
ら
く
二
月
十
六
日
の
誕
生
寺
「
宗
祖
降
誕
会
」
に
は
諷
経
席
が
用
意
さ
れ
出
仕
し
て
い
た
。
西
蓮
寺
境
内
に
は
日
蓮
聖
人
の
乳

母
「
雪
女
の
墓
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
母
の
事
を
「
乳
母

め
の
と

」
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
。
伯
耆
公
御
房
消
息
（
日
朗
代

筆
）
に
は
、

「
聖
人
の
御
乳
母

ハ

ハ

の
ひ
と
ゝ
せ
（
一
年
）
御
所
労
御
大
事
に
な
ら
せ
給
い
候
て
、
や
が
て
死
ナ
せ
給
い
て
候
し
時
、
此
経
文
（
薬
王

品
）
を
あ
そ
ば
し
候
て
、
浄
水
を
も
て
ま
い
ら
せ
さ
せ
給
い
て
候
し
か
ば
、
時
を
か
へ
ず
い
き
（
生
）
か
へ
ら
せ
給
い
て
候
経
文

也
」

註

と
あ
る
。

西
蓮
寺
伝
承
に
よ
る
と
、
道
善
坊
は
も
と
後
鳥
羽
天
皇
の
北
面
武
士
と
伝
わ
り
、
承
久
の
乱
（
一
二
二
一
年
）
後
、
出
家
し
て
諸
国
を

巡
り
天
皇
領
「
東
條
の
廚

み
く
り
や

」
の
西
蓮
寺
住
持
と
な
っ
た
。
天
皇
の
住
さ
れ
る
京
都
御
所
に
、
天
皇
の
近
侍
武
士
が
い
る
。
天
皇
の
寝
所

の
前
に
池
が
あ
る
。
そ
の
池
に
注
ぐ
小
さ
な
「
滝
」
が
造
ら
れ
れ
て
い
る
。
最
も
敏
腕
の
剣
術
武
士
が
天
皇
寝
所
を
守
護
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
武
士
を
「
滝
口
」
と
称
す
る
。
千
葉
常
胤
の
孫
・
重
胤
は
朝
廷
の
「
滝
口
」
に
祗
候
し
て
い
る
。
天
皇
領
・
伊
勢
神
宮
領
の

「
東
條
廚

み
く
り
や

」
で
非
人
・
旃
陀
羅
を
統
轄
す
る
蔵
人
職

く
ろ
う
ど
し
き

と
関
係
す
る
人
物
が
、
日
蓮
聖
人
の
乳
母
「
雪
女
」
の
父
・
滝
口
三
郎
左
衛
門
と

考
え
ら
れ
る
。
西
蓮
寺
に
は
日
蓮
聖
人
の
「
善
日
麿
」
が
包
ま
れ
て
い
た
金
糸
で
職
ら
れ
た
「
錦に

し
き

の
褥し
と
ね

」
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
一
反

風
呂
敷
ぐ
ら
い
の
大
き
な
金
布
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
富
木
常
忍
の
「
末
代
法
華
経
行
者
位
と
そ
の
用
心
」
に
つ
い
て
の
問
い
に
、「
四

信
五
品
抄
」
に
「
錦
の
褥し

と
ね

」
を
「
襁
褓

き
ょ
う
ほ

」（
赤
児
を
寝
か
す
敷
物
・
着
物
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
答
え
て
い
る
。

「
請
ふ
、
国
中
の
諸
人
、
我
が
（
日
蓮
の
）
末
弟
等
を
軽
ん
ず
る
こ
と
勿
れ
。
進
ん
で
過
去
を
尋
ぬ
れ
ば
八
十
萬
億
劫
供
養
せ
し
大

菩
薩
な
り
。
…
天
子
の
襁
褓

き
ょ
う
ほ

に
纏ま
と

は
れ
、
大
龍
の
始
め
て
生
ぜ
る
が
如
し
。」
註

末
代
の
名
字
即
・
但
信
受
持
の
者
は
、
天
子
の
赤
児
・
大
龍
の
赤
児
と
同
じ
で
あ
る
と
釈
さ
れ
て
い
る
。
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白
浜
の
滝
口
に
あ
る
下
立
松
原
神
社
の
近
所
に
、
産
鉄
地
名
の
「
東
横
渚

よ
こ
す
か

・
西
横
渚
よ
こ
す
か

」
が
あ
り
、
忌
部
の
安
房
国
一
の
宮
・
安
房
神
社

に
奉
仕
し
た
地
名
、
神
戸

か
ん
べ

郷
、
神
余
か
ま
な
り

郷
が
あ
る
。「
神
戸
か
ん
べ

」
と
は
古
代
、
神
社
に
世
襲
的
に
所
属
し
、
貢
納
と
奉
仕
し
た
「
民
戸
」
で
あ

る
。
日
本
書
紀
十
代
崇
神
天
皇
七
年
十
一
月
条
に
「
は
じ
め
て
神
戸
を
定
め
る
」
と
あ
り
、
大
化
改
新
後
は
国
司
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

神
戸
の
戸
籍
・
記
帳
が
神
祇
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
封
戸
と
し
て
調
庸
・
田
祖
・
雑
徭
を
負
担
し
た
。

日
蓮
聖
人
と
産
鉄
民

日
蓮
聖
人
が
佐
渡
流
罪
の
途
次
、
武
蔵
・
久
米
川
宿
か
ら
児
玉
宿
へ
向
か
わ
れ
る
道
中
、
休
息
さ
れ
た
と
伝
わ
る
東
松
山
の
「
青
鳥

お
お
と
り

山

妙
昌
寺
」
は
、「
神
戸

ご
う
と

」
に
移
っ
て
い
る
。
こ
の
近
辺
も
忌
部
族
の
開
拓
地
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
神
武
東
征
の
先
導
し
た
忌
部
族
の

象
徴
は
「
大
鷲

お
お
と
り

」
で
、「
オ
オ
ト
リ
」
の
音
が
「
青
鳥
お
お
と
り

」
と
漢
字
変
換
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
安
房
国
と
同
じ
く
「
神
戸
」
が
存
在
し

て
い
る
。
軍
人
の
最
高
勲
章
は
「
金
鵄

き
ん
し

勲
章
」
で
あ
り
、
神
武
天
皇
の
持
つ
弓
の
先
に
止
ま
っ
て
い
る
黄
金
に
輝
く
鳥
（
金
鵄
）
が
、
神

武
帝
を
先
導
し
た
天
太
玉
命
と
天
日
鷲
命
で
あ
る
。
つ
ま
り
忌
部
の
象
徴
な
の
で
あ
る
。
そ
の
「
大
鷲

お
お
と
り

」
が
日
蓮
法
華
宗
の
妙
見
信
仰
と

結
び
つ
い
て
発
展
し
た
の
が
「
鷲わ

し

妙
見
」
で
あ
る
。
茂
原
に
あ
る
鷲
宮

お
お
と
り

神
社
と
法
華
宗
本
門
流
の
本
山
・
鷲
山
寺
で
あ
る
。
そ
の
分
身
で

有
名
な
の
が
、
浅
草
「
酉と

り

の
市
」
で
あ
る
。
鷲
宮
お
お
と
り

神
社
は
「
お
と
り
様
」
と
呼
ば
れ
、
鷲
山
寺
の
末
寺
・
長
國
寺
が
明
治
時
代
の
神
仏
分

離
令
ま
で
は
、
神
社
の
別
当
職
と
し
て
管
理
し
て
い
た
。
阿
波
忌
部
族
に
よ
る
神
武
東
征
の
出
発
日
が
「
酉
の
日
」
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
青
鳥

お
お
と
り

山
妙
昌
寺
は
斎◎

心
入
道
に
開
基
さ
れ
た
。
斎◎

部
も
忌
部
も
共
に
「
イ
ン
ベ
」
と
読
む
。
斎
心
入
道
と
は
忌
部
系
の
人
物
か
？
妙

昌
寺
に
は
佐
渡
流
罪
の
師
弟
別
離
を
刻
し
た
日
法
作
の
祖
師
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
下
半
身
の
欠
け
た
妙
見
尊
の
古
像
が
あ
る
。
修

復
さ
れ
る
前
の
相
は
「
鷲
妙
見
」
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

日
蓮
聖
人
が
佐
渡
流
罪
の
往
復
に
一
泊
さ
れ
た
児
玉
六
右
衛
門
尉
藤
原
時
国
（
弘
安
四
年
九
月
十
一
日
寂
）
は
産
鉄
技
術
を
持
ち
、

神
流

カ
ン
ナ

川
流
域
の
砂
鉄
利
権
と
山
窩
サ
ン
カ

を
統
率
で
き
る
強
力
な
武
蔵
七
党
の
関
東
武
士
軍
団
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
、
渡
来
人
秦
氏
の
産
鉄
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系
・
木
地
師
系
の
武
士
集
団
で
は
な
か
ろ
う
か
、
依
知
の
本
間
六
郎
左
衛
門
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
る
有
力
武
士
で
あ
ろ
う
。
児
玉
に
は

「
金
屋
」「
丹
生
」
の
産
鉄
地
名
が
あ
り
、
製
鉄
信
仰
の
熊
野
堂
が
有
り
、
下
野

し
も
つ
け

（
群
馬
県
）
と
の
境
に
流
れ
る
神
流

カ
ン
ナ

川
は
「
金
川

カ
ナ
ガ
ワ

」
の

変
化
名
で
あ
る
。
川
を
渡
っ
て
藤
岡
に
入
る
と
庚
神
山
下
に
産
鉄
技
術
を
有
し
た
人
々
が
住
し
た
「
別
所
」
が
あ
る
。
吉
井
町
に
向
か
う

と
「
金
井
」
が
あ
り
、「
鈩
沢

た
た
ち
ざ
わ

」「
多
比
良

た

ひ

ら

」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
製
鉄
炉
の
「
タ
タ
ラ
」（
鑪
）
の
転
化
名
で
あ
る
。
こ
の
広
大
な
地

域
を
支
配
し
た
の
が
児
玉
党
（
久
米

く

め

家
）
で
あ
る
。
児
玉
六
右
衛
門
尉
の
館
が
東
光
山
玉
蓮
寺
で
あ
る
。
こ
の
児
玉
一
族
が
佐
渡
流
罪
の

天日鷲命の「鷲妙見」

お酉さまの鷲妙見
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宗
祖
を
警
護
し
、
そ
の
ま
ま
佐
渡
に
移
住
す
る
。
佐
渡
の
北
新
保
に
七
十
二
軒
の
児
玉
家
が
あ
る
。
児
玉
一
族
の
小
茂
田

こ

も

だ

（
菰
田
）
氏
は

蒙
古
襲
来
に
際
し
、
関
東
武
士
と
し
て
九
州
博
多
に
出
陣
し
、
軍
功
に
よ
り
四
国
の
愛
媛
・
新
浜
郡
土
井
町
（
現
在
）
に
領
地
を
有
し

た
。
菰
田
大
和
守
の
娘
・
光
子
は
五
代
将
軍
綱
吉
の
生
母
と
な
り
、
従
兄
弟
の
本
庄
宗
正
は
桂
昌
院
の
養
父
と
な
る
。
そ
の
菰
田
氏
が
日

蓮
聖
人
の
弟
・
貫
名
藤
平
重
友
が
住
す
る
上
総
国
夷
隅
や
勝
浦
に
移
住
す
る
の
で
あ
る
。
夷
隅
の
能
実
・
東
光
寺
を
中
心
に
集
結
し
て
い

る
。
近
く
に
産
鉄
地
名
の
「
須
賀
谷
」
が
存
在
す
る
。
藤
平
重
友
が
住
す
る
夷
隅
大
野
（
光
福
寺
）
に
も
菰
田

こ
も
だ

一
族
は
進
出
し
て
い
る
。

大
野
に
流
れ
る
夷
隅
川
流
域
は
砂
鉄
・
水
銀
の
豊
庫
で
あ
っ
た
。
岬
町
の
鴨
根
・
清
水
寺
（
天
台
宗
・
本
尊
千
手
観
音
）
は
伝
教
大
師
の

開
基
で
「
水
銀
（
丹
生
）
の
採
取
地
で
あ
っ
た
。
夷
隅
川
河
口
の
太
東
岬
は
、
現
在
も
砂
鉄
の
豊
庫
で
あ
る
。
山
号
、
寺
号
の
東
光
山
、

東
光
寺
は
本
来
「
薬
師
如
来
」
又
は
「
十
一
面
観
音
」
が
本
尊
で
あ
り
、
そ
の
大
半
が
産
鉄
拠
点
と
関
係
し
て
い
る
。
小
湊
の
東
光
山
西

蓮
寺
、
児
玉
の
東
光
山
玉
蓮
寺
、
玉
川
村
東
光
寺
、
夷
隅
の
東
光
寺
、
長
柄
町
の
薬
師
山
東
光
寺
な
ど
、
産
鉄
地
、
又
は
産
鉄
民
が
住
す

る
「
別
所
」
の
拠
点
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
山
窩
や
非
人
を
統
率
す
る
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
産
鉄
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
非

人
・
山
窩
・
旃
陀
羅

せ
ん
だ
ら

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
重
層
し
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
の
表
に
現
れ
な
い
人
脈
関
係
が
こ
こ
に
あ
る
。

忌
部
と
日
蓮
聖
人

阿
波
、
紀
州
、
安
房
に
共
通
す
る
地
名
の
一
つ
は
「
勝
浦
」
で
あ
る
。
天
富
命
が
阿
波
忌
部
を
率
い
て
黒
潮
ル
ー
ト
を
渡
航
し
上
陸
し

た
の
が
館
山
、
小
湊
で
あ
る
。
そ
の
次
の
上
陸
が
上
総
国
の
「
勝
浦
」
で
あ
る
。
浜
勝
浦
に
「
遠
見
岬

と
お
み
さ
き

神
社
」（
祭
神
・
天
富
命
）
が
そ

の
拠
点
で
あ
る
。
阿
波
の
勝
占
神
社
は
勝
浦
川
河
口
よ
り
上
流
に
あ
る
。
し
か
し
千
七
百
年
前
は
海
辺
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
紀

州
・
房
総
の
勝
浦
は
海
辺
に
あ
る
。

天
富
命
の
東
国
開
拓
に
随
神
し
た
讃
岐
忌
部
が
い
る
。
工
匠
の
職
に
奉
仕
す
る
天
小
民

あ
ま
の
こ
た
み

命
と
御
道
命

み
じ
の
み
こ
と

で
あ
る
。
彼
等
は
紀
伊
名
草
郡
の

御
木

み

き

（
三
木
）
・
麁
香
あ
ら
か

に
居
住
し
、
天
皇
の
神
殿
・
宮
殿
を
作
る
工
匠
で
あ
る
。「
古
語
拾
遺
」
造
殿
の
斎
部
い
ん
べ

条
に
は
、
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「
天
富
命
を
し
て
手
置
帆
負

た
お
き
お
お
い

・
彦
狭
知

ひ
こ
さ
し
り

の
二
柱
の
神
が
孫
（
天
小
民
命
・
御
道

命
」
を
率
い
て
、
斎
斧
・
斎
鋤
を
以
て
、
始
め
て
山
の
材
を
採
り
て
正
殿
を
構

り
立
て
し
む
。
…
其
の
裔
、
今
紀
伊
国
名
草
郡
御
木
・
麁
香
の
二
郷
に
在
り
。

（
古
語
に
正
殿
は
麁
香
と
謂
ふ
）
材
を
採
る
斎
部

い
ん
べ

の
居
る
所
は
御
木
（
三
木
）

と
謂
ふ
。
殿
を
造
る
斎
部
の
居
る
所
は
麁
香

あ
や
か

と
謂
ふ
。」

讃
岐
忌
部
と
紀
伊
忌
部
の
工
匠
が
房
総
に
来
て
い
る
。
海
上
守
護
の
讃
岐
・
金
比

羅
宮
の
奥
に
は
大
き
な
山
窩

さ
ん
か

集
団
が
い
た
。
讃
岐
忌
部
は
彼
等
を
支
配
下
に
置
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
讃
岐
の
山
を
越
え
て
阿
波
に
入
れ
ば
吉
野
川
で
あ
る
。
そ
の
流
域

は
阿
波
忌
部
の
活
躍
領
域
（
テ
リ
ト
リ
ー
）
で
あ
り
、
山
川
町
に
は
忌
部
山
・
忌
部

神
社
が
あ
る
。
四
国
の
霊
峰
「
剣
山

つ
る
ぎ
さ
ん

」
近
く
の
木
屋
平

こ
や
だ
い
ら

に
は
阿
波
忌
部
の
総
家
・

三
木
家
（
御
木
）
が
山
の
中
腹
よ
り
上
に
位
置
し
て
い
る
。
忌
部
族
の
山
窩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

上
総
勝
浦
の
口
碑
「
上
野
神
話
」
に
よ
る
と
、

「
天
富
命
は
更
に
沃
地
を
求
め
国
見
を
続
け
、
上
野
村
（
植
野
）
名
木

な

ぎ

に
木
材

を
掌

つ
か
さ
ど

る
御
木
み

き

忌
部
を
置
き
、
細
殿
ほ
そ
ど

に
仮
宮
を
建
て
、
諸
所
に
麻
植
お

え

斎
部
を
配
し
て
麻
穀
増
殖
に
当
た
ら
し
め
、
荒
川
あ
ら
か

に
は
館
を
造

る
阿
良
香

あ

ら

か

斎
部
を
置
き
、
勝
浦
に
は
勝
占
斎
部
須
須
立
命
を
留
め
て
漁
業
を
広
め
、
神
司
を
掌
ら
し
め
た
。」

と
あ
る
。
名
木

な

ぎ

は
地
名
で
あ
る
と
共
に
、
神
事
に
使
用
さ
れ
る
神
霊
の
「
依
代
よ
り
し
ろ

」
で
あ
る
。
巫
女
が
髪
を
後
で
束
ね
、
幣
束
紙
に
名
木
の

枝
葉
を
の
せ
て
縛
り
付
け
る
の
で
あ
る
。
女
性
が
神
に
仕
え
る
巫
女
に
変
身
す
る
必
要
樹
木
で
あ
る
。
名
木
の
細
殿

ほ
そ
ど

に
は
阿
波
忌
部
末
裔

の
八
十
四
代
・
吉
野
愛
氏
が
居
住
し
て
い
る
。
細
殿
丘
を
詠
ん
だ
古
歌
に

勝浦市・遠見岬神社
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「
伊
志
牟
（
夷
隅
の
古
名
）
な
る
細
殿
の
斤き

ん

に
麻
を
植
え
し
、
む
か
し
偲

ば
ぬ
人
こ
そ
あ
ら
め
」

と
詠
わ
れ
、
名
木
と
麻
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
勝
浦
市
南
山
田
と
海
老
山
の
近

く
に
字
名
・
荒
川

あ
ら
か

が
あ
り
、
館や

か
た

造
営
の
阿
良
香

あ

ら

か

斎
部
が
配
さ
れ
た
。
南
山
田

に
は
日
蓮
聖
人
の
弟
・
藤
平
重
友
の
裔
が
夷
隅
大
野
よ
り
勝
浦
に
進
出
し
、
真

言
宗
大
法
寺
住
持
を
論
破
し
、
池
上
本
門
寺
よ
り
僧
を
迎
え
、
改
宗
し
て
大
法

寺
と
な
っ
た
。
時
は
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
と
言
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
八

十
町
歩
の
豪
農
と
な
り
、
中
村
檀
林
・
日
本
寺
の
施
米
を
賄ま

か
な

っ
た
。
明
治
に

な
り
勝
浦
海
老
山
、
上
総
山
田
村
外
八
ヶ
村
の
戸
長
と
な
り
千
葉
県
々
会
議
員

と
な
っ
た
の
が
藤
平
東
作
氏
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
弟
・
貫
名
藤
平
重
友
の
後

裔
で
あ
る
。（
明
治
三
十
四
年
八
月
八
日
歿
、
五
十
六
歳
）、
東
作
氏
の
嫁
と

な
っ
た
の
が
、
宗
祖
の
直
檀
・
工
藤
吉
隆
系
の
河
津
与
兵
衛
（
鏡
忍
寺
総
代
）

の
娘
・
「
ひ
さ
」
で
あ
る
。「
ひ
さ
」
の
姉
は
江
戸
城
大
奥
に
勤
め
、
勝
海
舟

と
文
通
あ
り
。
河
津
与
兵
衛
は
千
葉
銀
行
の
前
身
・
花
房
銀
行
設
立
の
尽
力
者

で
あ
る
。

明
治
十
八
年
に
千
葉
県
々
会
議
員
に
選
ば
れ
た
二
人
の
議
員
が
い
る
。
鴨
川

の
和
泉
・
男
金

お
が
な

に
住
む
鳥
海
清
治
氏
（
鏡
忍
寺
総
代
）
と
勝
浦
・
名
木
の
吉
野

義
巻
氏
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
議
員
選
出
は
投
票
で
な
く
、
納
税
者
か
ら
選
出

さ
れ
る
。
議
員
は
多
額
納
税
者
で
あ
り
、
そ
の
地
方
の
名
士
で
あ
る
。
こ
の
二

大嘗祭用の麻が作られる美馬郡木屋平の国
重要文化財「三木屋」

吉野家の「名木」
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人
は
天
太
玉
命
を
祀
る
安
房
神
社
で
会
談
し
、
安
房
忌
部
の
伝
統
と
文
化
を
守
り
、
忌
部
の
互
助
精
神
を
確
か
め
合
っ
た
。
鏡
忍
寺
の
北

方
が
花
房
で
あ
り
男
金

お
が
な

で
あ
る
。
こ
の
男
金
は
六
老
僧
の
佐
渡
阿
闍
梨
日
向
師
の
誕
生
地
で
あ
る
。
日
向
上
人
の
父
は
貫
名
重
忠
の
弟

で
、
男
金
藤
三
郎
と
称
し
た
と
伝
わ
る
。
茂
原
の
小
林
民
部
と
も
有
縁
で
、
民
部
阿
闍
梨
と
も
称
し
た
。
男
金
神
社
の
祭
神
は
天
御
中
主

あ
ま
の
み
な
か
ぬ
し

命
（
仏
教
で
は
北
辰
妙
見
尊
）
で
忌
部
族
が
開
拓
し
た
産
鉄
地
と
考
え
ら
れ
る
。
日
向
上
人
の
生
家
・
現
在
の
佐
久
間
友
三
郎
（
故
人
）

宅
か
ら
は
、
今
で
も
古
代
の
鉄
屑
が
出
土
す
る
。
忌
部
族
が
進
出
し
た
地
名
に
「
ア
ワ
」
が
呼
称
さ
れ
る
。
粟
を
植
え
豊
稔
で
あ
っ
た
に

由
来
す
る
。
栃
木
県
小
山
市
の
安
房
神
社
で
は
例
祭
に
必
ず
氏
子
が
「
粟
の
穂
」
を
献
上
し
て
い
る
。
香
川
県
に
は
粟
井
、
吉
野
川
流
域

に
粟
島
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。「
延
喜
式
」
神
名
帳
に
よ
る
と
、
静
岡
県
掛
川
市
に
阿
波
々
神
社
（
祭
神
・
阿
波
比
売
ひ

め

命
）、
同
三
嶋
大

社
（
配
祭
神
・
阿
波
神
）、
同
沼
津
市
長
濱
神
社
（
阿
波

め

命
）、
神
津
島
阿
波
命
神
社
（
祭
神
・
阿
波
め

）
に
「
ア
ワ
」
が
見
ら
れ
、
忌

部
族
の
進
出
し
た
痕
跡
が
判
る
。
鴨
川
の
和
泉
・
男
金
と
打
墨
の
間
に
「
粟
斗

あ
わ
と

」
の
地
名
が
あ
り
、
小
松
原
鏡
忍
寺
｜
花
房
｜
男
金
｜
粟

斗
｜
打
墨
の
一
帯
は
忌
部
が
開
拓
し
た
事
が
判
る
。
こ
の
鴨
川
地
域
の
県
政
代
表
者
で
あ
る
鳥
海
清
治
氏
の
娘
・
愛
さ
ん
が
勝
浦
植
野
に

住
む
御
木
忌
部
の
吉
野
義
巻

よ
し
ま
き

氏
（
県
議
）
の
子
息
・
信
之
氏
（
も
と

県
議
）
に
嫁
ぎ
、
勝
浦
忌
部
の
八
十
四
代
を
継
承
し
て
い
る
。
鳥
海

清
治
氏
も
花
房
銀
行
設
立
の
功
労
者
で
あ
る
。
名
木
の
葉
は
縦
に
筋

目
が
が
入
り
、
縦
に
切
れ
て
も
横
に
は
切
れ
な
い
不
思
議
な
神
葉
で

あ
る
。
神
事
に
用
い
ら
れ
る
名
木
の
古
木
（
幹
回
り
２

以
上
）
が

小
松
原
法
難
の
鏡
忍
寺
に
あ
る
。
鏡
忍
寺
創
建
に
地
元
忌
部
の
人
々

が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
は
不
吉
な
年
で
あ
っ
た
。

「
文
永
元
年
甲

子

七
月
四
日
慧
星
出
テニ

東
方
ニ一

余
光
大
体
及
フニ

一

吉野家・御木忌部の牌



─ ─

国
ニ一

。
此
又
始

レ

世
巳
来
所
ノレ

無
キ

凶
瑞
也
。」
註

と
宗
祖
は
述
べ
て
い
る
。
十
一
月
十
一
日
に
安
房
東
條
に
お
い
て
日
蓮
聖
人
は
、
地
頭
・
東
條
景
信
の
一
団
に
襲
撃
さ
れ
、
頭
部
に
裂

傷
、
左
肘
骨
折
、
矢
射
を
被
る
。
天
津
の
工
藤
吉
隆
邸
に
避
難
、
岩
高
山
に
て
綿
帽
子
の
傷
口
手
当
を
受
け
、
次
に
避
難
し
た
の
が
勝
浦

の
御
木
忌
部
の
領
域
、
名
木

な

ぎ

で
あ
る
。
手
当
を
受
け
七
日
七
夜
の
布
教
に
よ
り
、
こ
の
地
に
寂
光
寺
が
建
立
さ
れ
る
。
寂
光
寺
境
内
に
樹

高
二
四

、
幹
回
り
七
・
五

の
千
葉
県
天
然
記
念
物
の
「
椎
の
木
」
が
あ
る
。
樹
齢
八
百
年
以
上
の
樹
木
を
育
て
た
の
は
、
御
木
忌
部

の
助
力
の
賜
物
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
と
、
日
蓮
聖
人
は
山
窩
の
「
道
々
の
人
々
」
に
先
導
さ
れ
、
長
南
氏
の
館
（
本
詮
寺
）
に
て
二
週
間

治
療
を
受
け
、
茂
原
殿
（
藻
原
寺
）
ま
で
避
難
す
る
。

文
永
元
年
七
月
四
日
の
不
吉
な
慧
星
の
出
現
は
、
地
上
に
疫
病
を
蔓
延
さ
せ
た
。
十
月
、
勝
浦
の
西
端
な
る
興
津

お
き
つ

領
主
の
佐
久
間
重
貞

公
は
、
村
民
の
苦
悩
を
見
か
ね
て
、
日
蓮
聖
人
に
説
法
を
願
い
、
疫
病
退
散
を
願
っ
た
。
宗
祖
は
白
布
に
題
目
、
経
文
を
認
め
、
船
の
艫と

も

か
ら
白
布
を
曳
き
つ
つ
海
に
流
し
た
。
村
民
の
疫
病
は
治
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
本
山
・
妙
覚
寺
に
は
、
そ
の
時
の
日
蓮
聖
人
の
相す

が
た

を

「
布
曳

ぬ
の
び

き
の
祖
師
」
と
讃
仰
し
て
い
る
。
勝
浦
忌
部
の
多
く
の
人
々

が
救
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
時
の
白
布
こ
そ
、
忌
部
族
が
植
樹

し
た
麻
・
木
綿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勝
浦
忌
部
の
遠
見
岬
神

社
の
例
祭
に
は
、
麻
穀
布
の
献
供
が
最
も
重
要
な
神
事
で
あ
り
、
岩

崎
氏
よ
り
木
綿
の
白
布
が
奉
納
さ
れ
る
。
こ
れ
は
久
我
氏
の
（
当
地

方
、
最
古
の
家
系
）
先
祖
が
タ
カ
イ
ド
に
流
れ
着
い
た
御
神
体
を
白

布
で
巻
い
た
故
事
に
よ
る
。
そ
の
年
に
生
ま
れ
た
乳
児
は
、
小
笹
の

枝
に
麻
布
を
付
け
幣
物
と
し
て
参
拝
し
、
神
徳
に
感
謝
を
表
わ
し
て

布曳きの祖師（興津の妙覚寺）
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い
る
。
妙
覚
寺
の
「
布
曳
き
の
祖
師
」
の
故
事
は
、
の
ち
の
日
蓮
宗
祈
祷
法
の
「
送
り
出
し
」
の
原
型
と
な
る
貴
重
な
伝
承
で
あ
る
。
遠

見
岬
神
社
の
隣
り
は
日
蓮
宗
本
行
寺
、
安
立
寺
、
本
朝
寺
、
高
照
寺
が
あ
り
、
明
治
以
前
は
法
華
信
仰
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
。
歴
代
の

神
主
の
名
字
は
「
忌
部
」
を
称
し
、
現
在
は
後
裔
の
小
林
氏
で
あ
る
。

興
津
領
主
の
佐
久
間
重
貞
公
は
日
蓮
聖
人
に
帰
依
し
、
出
家
し
て
日
円
と
号
し
た
。
重
貞
公
は
子
息
の
長
寿
丸
を
宗
祖
の
弟
子
と
し
、

郷
公

き
ょ
う
こ
う

日
保
と
い
う
僧
名
を
戴
く
。
ま
た
重
貞
公
の
弟
・
竹
寿
丸
も
日
蓮
聖
人
の
弟
子
と
な
り
寂
日
房
日
家
と
称
し
た
。
妙
覚
寺
の
開
山

は
日
蓮
聖
人
、
二
世
に
美
作
阿
闍
梨
日
保
（
郷
公
）、
三
世
に
日
家
上
人
。
両
聖
人
は
宗
祖
生
誕
の
地
に
法
華
道
場
を
建
立
し
誕
生
寺
が

創
建
さ
れ
た
。
開
山
は
日
蓮
聖
人
、
二
世
は
寂
日
房
日
家
、
三
世
に
郷
公
日
保
上
人
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
妙
覚
寺
と
誕
生
寺
は
「
両
寺
一

根
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
佐
久
間
家
は
当
然
地
元
の
有
士
「
忌
部
」
の
人
々
と
は
強
い
交
流
が
有
っ
た
。
日
蓮
聖
人
と
勝
浦
忌
部
の
人
々

を
通
じ
て
、
鴨
川
の
男
金

お
が
な

・
花
房
・
粟
斗
の
忌
部
の
人
々
と
人
脈
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
見
る
事
が
出
来
る
。
六
老
僧
日
向
上
人
の
父
・

男
金
藤
三
郎
（
藻
原
寺
略
縁
起
に
よ
る
と
藤
三
郎
は
小
林
民
部
の
子
）
は
興
津
領
主
・
佐
久
間
重
貞
公
の
妹
を
娶め

と

り
、
民
部
阿
闍
梨
日
向

上
人
が
生
れ
る
。
現
在
の
日
向
上
人
末
裔
が
母
方
の
佐
久
間
姓
を
名
乗
る
の
は
以
上
の
関
係
か
ら
で
あ
る
。
藻
原
寺
略
縁
起
に
よ
る
と

「
日
向
上
人
の
祖
父
・
小
林
民
部
実
信
は
、
禁
中
の
北
面
武
士
に
し
て
京
都
守
護
、
平
賀
武
蔵
守
朝
雅
の
無
礼
を
悪に

く

み
、
更
に
貫
名
重
忠

ら
と
伊
勢
平
氏
の
乱
（
一
二
〇
四
）
に
与
党
せ
し
事
露
顕
し
、
流
刑
さ
れ
る
。
貫
名
氏
は
安
房
小
湊
に
、
小
林
氏
は
茂
原
城
主
・
斉
藤
兼

綱
の
預
り
人
と
な
る
。
の
ち
実
信
は
赦
免
せ
ら
れ
て
京
都
に
帰
る
。
そ
の
子
小
林
藤
三
郎
実
長
は
、
安
房
国
男
金
藤
三
郎
と
称
し
た
」
と

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
男
金
藤
三
郎
を
貫
名
重
忠
の
弟
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
本
化
別
頭
仏
祖
統
記
に
は
、
宗
祖
の
母
を

「
母
ハ
清
原
氏
、
舎
人
親
王
ノ
遠
裔
、
畠
山
家
ノ
族
。
梅
千
代
ト
呼
ブ
、
総
州
大
野
吉
清
が
娘
ニ
シ
テ
重
忠
ニ
嫁
ス
」

と
あ
る
。
更
に
「
房
総
に
お
け
る
宗
派
と
文
化
｜
日
蓮
｜
」
で
は
山
武
郡
郷
土
誌
を
引
用
し
て

「
畠
山
重
忠
の
末
裔
は
、
重
忠
が
北
條
時
政
に
攻
め
亡
ぼ
さ
れ
た
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
の
ち
、
安
房
国
よ
り
こ
こ
（
山
武
郡
大

関
城
）
に
居
り
、
…
畠
山
一
族
が
追
放
さ
れ
、
あ
る
い
は
落
ち
の
び
、
安
房
よ
り
九
十
九
里
に
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
る
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と
、
畠
山
一
族
は
日
蓮
聖
人
の
生
家
・
貫
名
氏
、
そ
の
一
族
と

思
え
る
斉
藤
遠
江
守
兼
綱
な
ど
と
縁
故
者
と
言
っ
て
よ
い
か
も

知
れ
な
い
。」

と
、
仏
祖
統
記
の
説
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
茂
原
の
斉
藤
兼
綱
の
隣

郷
の
縁
者
と
言
わ
れ
る
須
田
（
墨
田
）
五
郎
時
光
は
本
姓
高
橋
で
、

高
橋
五
郎
時
光
。
武
州
新
倉
の
領
主
で
も
あ
る
。
日
向
上
人
は
墨
田

時
光
の
外
護
に
よ
り
、
武
州
新
倉
に
妙
顕
寺
、
妙
典
寺
、
身
延
に
樋

沢
房
、
池
上
に
喜
多
院
を
創
立
す
る
。
鴨
川
に
釈
迦
寺
（
六
日

堂
）、
勝
浦
忌
部
の
住
む
荒
川
（
麁
香

あ
ら
か

）
近
く
の
法
華
に
は
、
宗
祖

の
両
親
建
立
の
龍
蔵
寺
の
三
祖
に
歴
任
し
て
い
る
（
宗
祖
開
山
、
二

祖
両
親
）。
龍
蔵
寺
の
近
く
に
前
述
の
畠
山
館
が
あ
り
、
そ
の
玄
関

近
く
か
ら
鎌
倉
期
の
鰐
口

わ
に
ぐ
ち

が
出
土
し
、
千
葉
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
斉
藤
兼
綱
の
娘
が
下
総
中
山
の
富
木
胤
継
（
常

忍
）
の
最
初
の
内
室
で
あ
っ
た
と
の
伝
承
（
仏
祖
統
記
）
を
掛
け
合

わ
せ
る
と
、

安
房
小
湊
｜
鴨
川
忌
部
｜
鏡
忍
寺
・
佐
久
間
家
（
日
向
上
人
）
｜

勝
浦
忌
部
｜
妙
覚
寺
｜
茂
原
・
斉
藤
兼
綱
｜
中
山
・
富
木
常
忍
｜
墨

田
時
光
（
新
倉
）
｜
久
米
川
宿
｜
青
鳥
山
妙
昌
寺
｜
畠
山
重
忠
の
末

裔
｜
児
玉
党
（
玉
蓮
寺
）

武蔵

下総

上総

勝浦忌部

安房忌部

神戸
青鳥山妙昌寺 久米川の宿

（久米一族）
武州新倉の領主

妙典寺
妙顕寺

千葉頼胤
多古妙光寺

（千田ノ庄）

富木胤継（最初の夫人は
　　　　　斉藤氏の娘）

墨田時光
　上総墨田の領主

斉藤兼綱（茂原）
小林民部

龍蔵寺（畠山館）
妙覚寺（布曳き祖師）

男金藤三郎
日向

佐久間重貞ノ妹
日保、日家

貫名重忠

梅菊
日蓮聖人

梅菊の先祖（梅千代）
畠山一族

児玉党（久米・菰田氏）
武蔵七党

畠山重忠の後裔

玉蓮寺

佐
渡
流
罪
へ 畠

山
一
族
、
安
房
に
亡
命
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葛
「

以
上
の
日
蓮
聖
人
の
人
脈
円
サ
ー
ク
ル

が
描
か
れ
る
。

中
山
法
華
経
寺
か
ら
東
京
湾
を
展
望
で
き
る
最
高
の
場
所
が
祐
師
山
で
あ
る
。
日
祐
・
日
高
両
師
の
御
廟
所
が
あ
る
。
祐
師
山
の
本
妙

寺
が
明
治
四
十
三
年
出
火
、
現
在
地
に
移
っ
た
跡
地
に
安
房
神
社
が
中
山
小
学
校
近
く
か
ら
移
祀
さ
れ
た
。
創
建
の
由
来
は
不
詳
で
あ
る

が
、
里
見
安
房
守
を
祀
っ
た
社や

し
ろ

な
の
か
、
そ
れ
以
前
の
忌
部
祖
神
も
合
祀
し
た
安
房
神
社
な
の
か
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。
日
蓮

聖
人
は
鎌
倉
時
代
よ
り
約
十
世
紀
前
の
阿
波
よ
り
移
住
し
た
安
房
忌
部
の
人
々
が
築
い
た
地
域
文
化
圏
の
中
で
生
ま
れ
成
長
し
た
。
海
洋

民
の
太
陽
・
星
神
信
仰
を
理
解
し
つ
つ
法
華
仏
教
を
受
容
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
忌
部
の
人
々
と
の
交
流
、
助
力
が
充
分
考
え
ら
れ
る
。

☆
麁
服
献
進
の
写
真
な
ど
阿
波
忌
部
の
三
木
信
夫
氏
、
林
博
章
氏
の
諒
解
の
も
と
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

市
川
市
史
に
よ
る
と
、
中
山
祐
師
山
の
安
房
神
社
の
祭
神
は
、
国
常
立
命
と
里
見
安
房
守
と
さ
れ
て
い
る
。
市
史
は
江
戸
中
期
の
「

飾
記
」
を
引
用
し
て
、
里
見
と
小
田
原
北
条
家
の
国
府
台
合
戦
（
永
禄
七
年
・
一
五
六
四
）
に
里
見
安
房
守
義
弘
の
弟
・
里
見
越
前
守
成

平
（
又
は
忠
弘
）
の
子
息
・
長
九
郎
弘
次
（
十
五
歳
の
初
陣
）
の
廟
所
と
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
安
房
須
崎
（
州
崎
）
神
社
と
同
体
で
あ

る
と
も
言
う
。
ま
た
市
史
は
「
江
戸
名
所
図
会
」
を
引
い
て
、
中
山
の
北
池
田
の
「
安
房
須
明
神
」
が
安
房
神
社
で
あ
り
、「
淡
島
明

神
」
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。

安
房
の
須
崎
（
州
崎
）
神
社
は
、
天
太
王
命
の
后
を
祀
る
忌
部
族
有
縁
の
社や

し
ろ

で
あ
り
、「
淡
島
さ
ま
」
は
女
性
の
裁
縫
の
神
さ
ま
で
あ

る
。
前
述
の
如
く
、
大
嘗
祭
に
お
け
る
天
皇
の
御
衣
「
麁
服

あ
ら
た
え

」
を
製
作
す
る
巫
女
の
「
メ
ラ
」（
妻
良
・
女
良
・
布
良
）
の
象
徴
で
あ

る
。
中
山
祐
師
山
の
安
房
神
社
は
、
忌
部
族
と
関
係
あ
り
と
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。

註

妙
法
比
丘
尼
御
返
事

一
五
六
二
頁
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可
延
定
業
御
書

八
六
二
頁

伯
耆
公
御
房
消
息

一
九
〇
九
頁

四
信
五
品
鈔

一
二
九
九
頁

安
国
論
御
勘
由
来

四
二
三
頁


